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プレーをする参加者（写真左、右）

３位決定のジャンケン

個人の部で優勝した吹野武さん

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
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編 集 大原支部 広報委員会

印刷所 有限会社テクノプラン

優　勝

準優勝

第３位

優　勝

準優勝

第３位

成
　
　
績

団 体 の 部

上 市 原 Ａ チ ー ム

下 市 原 Ａ チ ー ム

滝 川 Ａ チ ー ム

個 人 の 部

吹野 武（久保下寺）

高久 みき（中市原）

　鈴木 さた子 (上市原）

団体の部優勝は

上市原Ａ チーム

団体の部で優勝した上市原Ａチーム

開会式で挨拶する石井支部長と参加者＝６月７日大原グラウンド

社
協
大
原
支
部
主
催
の
第
17
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
6
月

7
日
大
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
健
康
の
維
持
増
進
と
地
域
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
毎
年
6
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ

各
地
区
よ
り
60
歳
代
か
ら
90
歳
代
ま
で
の
88
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
は
優
勝
を
目
指
し
日
頃
か
ら
練
習
を
重
ね
本
大
会
に
臨
ん
で

い
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
石
井
支
部
長
や
来
賓
者
の
挨
拶
、
ル
ー
ル
説
明
が
あ
り
、

そ
の
後
、
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
な
り
競
技
に
入
り
ま
し
た
。
競
技
で
は
、

各
チ
ー
ム
と
も
に
談
笑
し
な
が
ら
楽
し
く
プ
レ
ー
を
し
、
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
が
出
る
た
び
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
競
技
終
了
後

成
績
発
表
、
表
彰
式
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
団
体
の
部
で
1
位
と

2
位
、
3
位
と
4
位
が
同
点
と
な
る
大
接
戦
で
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
の
決
着

と
な
り
ま
し
た
。
成
績
は
左
表
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

団
体
の
部
で
優
勝
し
た
上
市
原
Ａ
チ
ー
ム
が
所
属
す
る
三
島
会
代
表

の
中
庭
さ
ん
は
「
毎
週
2
回
午
後
1
時
か
ら
4
時
頃
ま
で
仲
よ
く
練
習

を
し
た
成
果
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

参
加
者
は
、
高
齢
化
が
進
み
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
若

い
方
に
参
加
い
た
だ
き
今
後
と
も
継
続
し
て
大
会
が
運
営
で
き
る
よ
う

望
ん
で
い
ま
す
。
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開会式で参加者と支部役員＝7月5日大原小学校体育館

楽しくプレーする参加者（写真上、下）

◎輪 投 げ 大 会 ◎

優　勝

準優勝

第３位

優　勝

準優勝

第３位

成
　
　
績

団　体　の　部

本 内 Ａ チ ー ム

五十嵐 満(舘古宿)

舘古宿Ｂチーム

滝 川 Ａ チ ー ム

個　人　の　部

檜山　保子（新宿）

中村　　晃（本内）

社
協
大
原
支
部
主
催
の
輪
投
げ
大
会
が
７
月
５
日
大
原

小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
毎
年

７
月
始
め
に
行
わ
れ
今
回
で
39
回
目
と
な
り
ま
す
。

今
年
は
暑
さ
を
考
慮
し
て
試
技
の
回
数
を
３
回
か
ら
２

回
に
減
ら
し
、
時
間
を
短
縮
し
た
大
会
に
し
ま
し
た
。
各

地
区
か
ら
20
チ
ー
ム
80
名
が
参
加
し
、
真
夏
の
よ
う
な
暑

さ
の
中
で
も
み
な
さ
ん
楽
し
く
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。

成
績
は
下
表
の
よ
う
に
決
ま
り
団
体
の
部
は
、
本
内
地
区

が
昨
年
に
引
き
続
き
優
勝
、
個
人
の
部
は
新
宿
地
区
の
檜

山
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

本
内
寿
会
代
表
の
中
村
さ
ん
は
「
昨
年
に
続
き
２
連
覇

を
目
ざ
し
優
勝
す
る
ぞ
と
、
皆
ん
な
で
楽
し
く
練
習
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
練
習
は
ウ
ソ
を
つ
か
な
か
っ
た

で
す
。
優
勝
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
頑
張
り
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

大
原
支
部
長
の
石
井
さ
ん
は
「
こ
の
時
期
、
体
育
館
で

の
活
動
は
暑
さ
が
厳
し
く
過
酷
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
さ
れ

輪
投
げ
と
い
う
競
技
を
通
じ
て
、
笑
顔
が
は
じ
け
る
大
会

と
な
り
ま
し
た
事
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
大
原
支
部
で

は
今
後
も
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

運
営
の
改
善
を
検
討
し
て
参
り
、
来
年
度
以
降
の
開
催
時

期
を
秋
季
に
変
更
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
競
技
環
境
の

向
上
を
踏
ま
え
、
こ
の
大
会
が
ま
す
ま
す
皆
様
に
親
し
ま

れ
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
助
と
な
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

団
体
の
部

本
内
地
区

連
続
優
勝

個人の部は

檜山さん

個人の部で優勝した檜山保子さん

表
彰
式
で
石
井
支
部
長
よ
り
優
勝
賞
品

を
受
け
る
本
内
Ａ
チ
ー
ム
の
中
村
さ
ん
、

個
人
の
部
で
も
準
優
勝

団
体
の
部
で
優
勝
し
た
本
内
Ａ
チ
ー
ム

来年度は秋に開催
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配
食
サ
ー
ビ
ス
の
目
的
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
対
象

者
に
食
生
活
を
支
援
し
心
の
ふ
れ
あ
い
と
安
否
確

認
を
行
う
こ
と
と
あ
り
ま
す
。

月
に
一
度
の
配
食
と
、
年
に
二
度
の
時
候
の
お

見
舞
い
（
暑
中
見
舞
い
と
寒
中
見
舞
い
）
を
各
地

区
女
性
部
員
が
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

昨
今
の
物
価
高
騰
の
た
め
、
今
年
度
か
ら
は
お

弁
当
単
価
を
少
々
あ
げ
て
、
少
し
で
も
質
が
低
下

し
な
い
よ
う
に
致
し
ま
し
た
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
希
望
す
る
方
や
ご
利
用
を

案
内
し
た
い
よ
う
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
は
、

該
当
地
区
民
生
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

サ
ロ
ン
滝
川

サ
ロ
ン
滝
川
は
、
7
月
25
日
「
介
護
・
認
知
症
予
防
に
特
化
し

た
身
体
の
仕
組
み
や
簡
単
な
運
動
」
と
題
し
て
出
前
講
座
を
滝
川

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
市
立
病
院
の
理
学
療
法
士
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保

健
師
、
サ
ロ
ン
滝
川
か
ら
会
員
な
ど
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
座
で
は
、
最
初
に
「
フ
レ
イ
ル
（
加
齢
な
ど
が
原
因
で
運
動

機
能
や
認
知
機
能
な
ど
が
低
下
し
て
い
る
状
態
）
」
に
つ
い
て
知

ろ
う
と
い
う
内
容
の
講
話
を
聴
き
ま
し
た
。
そ
の
後
参
加
者
全
員
、

運
動
機
能
の
評
価
と
し
て
握
力
と
歩
行
時
間
の
測
定
を
行
い
、
理

学
療
法
士
の
指
導
に
よ
り
、
体
を
動
か
し
て
介
護
予
防
と
認
知
症

予
防
に
な
る
「
健
脳
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
左
右
の
手
や
足
を
別
々
に
動
か
す
運
動
に
は
戸
惑
い
な
が
ら

も
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

舘
古
宿
サ
ロ
ン

舘
古
宿
サ
ロ
ン
は
、
現
在
16
名
の
会
員
で
月
２
回
活
動
し
て
い

ま
す
。
最
初
の
１
時
間
は
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
、
サ
ロ
ン
と

し
て
食
事
会
、
ゲ
ー
ム
、
話
し
合
い
の
場
と
し
て
楽
し
く
実
施
し

て
い
ま
す
。

11
月
15
日
は
舘
古
宿
区
自
主
防
災
会
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
舘
古
宿
区
防
災
会
は
毎
年
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
笠
間
市
消
防
署
さ
ん
に
、
消
火
器
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

い
方
、
心
肺
蘇
生
法
を
学
び
ま
し
た
。
小
学
生
も
訓
練
に
参
加
し

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

防
災
訓
練
の
後
、
参
加
者
約
50
名
で
炊
き
出
し
訓
練
と
し
て
、

け
ん
ち
ん
汁
、
焼
き
そ
ば
、
や
き
と
り
、
綿
あ
め
、
ゲ
ー
ム
と
し

て
輪
投
げ
な
ど
子
供
た
ち
も
い
ろ
い
ろ
ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し
み
ま

し
た
。

対象者へお弁当の配付と

安否確認（写真上）

配付したお弁当（写真左）

講
話
を
聴
く
参
加
者
（
写
真
右
）

握
力
の
測
定
を
行
い
、
健
脳
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
に
取
り
組
む
参
加
者
（
写
真
下
右
、
左
）

リ
ハ
ビ
リ
体
操
を
す
る
会
員
（写
真
右
）

防
災
訓
練
で
消
火
器
の
使
い
方
や
心
肺
蘇
生

法
を
学
ぶ
参
加
者
（写
真
下
左
、
右
）

女性部員による配食

サービス（写真上）

女
性
部
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン



令和８年２月１９日　　　　　　　　　　　　　　大　原　支　部　だより　　　　　　　　　　　　　　　　第８０号（4）
<

あ
と
が
き>

梅
の
花
も
ほ
こ
ろ
び
始
め
、

春
の
気
配
を
感
じ
る
時
節
と

な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
も
皆
様
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
や
輪

投
げ
大
会
を
は
じ
め
、
各
種

の
活
動
を
通
し
て
、
健
康
の

維
持
増
進
と
地
域
交
流
の
促

進
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。来

年
も
今
年
と
同
様
の
活

動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
と
と
も
に
楽
し
く

充
実
し
た
機
会
を
持
ち
た
い

と
存
じ
ま
す
。

「
笑
う
門
に
は
福
き
た
る
」

と
言
い
ま
す
。
健
康
に
留
意

し
な
が
ら
、
楽
し
い
日
々
を

過
ご
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
吹
野
）

編
集
委
員

山
口

正
俊

塩
畑

正
志

吹
野
富
美
夫

須
藤

裕
之

大
曽
根
由
美

香取地区 久保下寺地区

久保下寺区の敬老祝賀会は、農作業が一段落する

10月初旬に毎年行われており、今年は10月５日（日

曜日）に行われました。

今年は対象者23名のうち８名の方が出席されまし

たが、出席者数は毎年少しずつ減る傾向にあるため、

同じ地域に住んでいてもなかなか顔を合わせること

の少ない人たちとも交流が図れるよう、例年８月に

行っているバーベキュー会と併せて行いました。

当日、実行委員は朝から準備を行い、10時30分に

開会。区長あいさつ、地元高齢者組織の小原心和会

会長の祝辞、祝電披露に続き、炭火で調理された肉

や野菜、焼きそばなどを囲んでの祝宴となり、幼児

から高校生、90歳を超える方々までが一堂に会し、

賑やかな時間を過ごしました。

「遠くの親戚より近くの他人」という言葉があり

ますが、困ったときにもすぐに助けを求められる、

「顔の見える関係」の地域社会づくが大切であると

再認識した１日となりました。

会
食
を
楽
し
む
参
加
者
の
皆
様

敬 老 祝 賀 会
昨年再開した香取区の敬老祝賀会を10月５日に、対象

者の約半数に上る24名が出席し、本年も香取新農村集落

センターで開催しました。節目年齢の対象者は、75歳が

６名、77歳喜寿が４名、80歳傘寿が３名、88歳米寿が１

名、90歳卒寿が１名です。ご夫婦で参加された方も複数

おられ、盛況の裡に終えることができました。

余興は、「オカリーナ友部」の皆さんが奏でるオカリ

ナの音色に耳を傾け、歌詞を口ずさみ、小学生の可愛ら

しい演舞には笑顔で拍手を送っていました。

年長者による乾杯の音頭で始まった会食では、稲荷弁

当と女性部が調理したけんちん汁に舌鼓を打ちながら、

楽しいひと時を過ごすことができました。

社会状況の急激な変化で地域が縮み、交流の場が減少

していく中で、このような場を設けることで、少しでも

地域を盛り上げる一助になればと願っています。

「
オ
カ
リ
ー
ナ
友
部
」の
皆
様
に
よ

る
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏

参加者と実行委員で記念撮影 ↑

区長の挨拶を聴く参加者の皆様 ↑

演
舞
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
1
・2
年
生

の
お
友
達


